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第４図バナート平原力〕ら南カルパチア山脈北斜面の移牧
1土，約95％以上が元の持ち主に返還された。しか
し，問題点は次の通りである。元の持ち主が現在
も農牧業を営んでいるわけではなく，農地としての
土地の借り手がいる場合は，農地が荒地になること
は少ない。そうでない場合は，放慨された農地はた
ちまち荒地化していく。ドナウ川河畔の広大なチェ
ルノーゼム地帯でも，広い荒地が畑作地帯の中に点
在して広がる。こうした光景を観察すると，必ずし
も単純に元の持ち主へ戻すという作業が良策だった
とは言えないことを物語っている。
今回の調査地は，特に移牧を行っている地域
で，地圃条件の異なる２つの地域を選び，その両
者を比較しつつ，革命後移牧地帯で何が起こって
いるのかを明らかにし，今後どうすべきかを考察
した。
夏は廠地に向けて移牧をし，冬は基地から下方の低
地に向けて移牧を行う。ｉｉ）パタラジェレ
（PatarIagele)では正移牧すなわち基地から夏のみ高
地に向けて移牧を行う。秋には基地におり，基地で
冬を越す。
ｉ）の地域の岩石はプレカンブリア時代の結晶
片岩からなり，極めて硬い岩質で，生産性が上がら
ない場所として,チャウシェスク時代にも個人所有
が許されて，伝統的な移牧が行われていた。ｉｉ）
の地点は，肥沃な地すべり地であるため，果樹
園として広く国営農場とされていたところであ
る。ここでは小規模な移牧は革命前から行われて
いた。自由化されてからも持続して，夏各戸１～２
頭の羊を牧童に預けて移牧を行っている。調査地と
して選んだ斜面では，約800頭単位の数グループが
夏，正移牧を行う所である。ｉ）における二重移牧
と，移牧を実行しうる地形的な条件について述べる
と，次の通りである。ジーナやポヤナシビウノレイ
は，雛平原面のうち上から３段目に相当し，ゴルノ
ビタ準平原（900～1100mas｣）である。
（２）羊の移牧の様式と土地荒廃の類型
調査地として選んだ２つの地域は次のとおりで
ある。ｉ）羊の移牧はジーナやボヤナシビウルイで
は二重移牧の型をとっている。すなわち，基地から
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第３図に示した３つの準平原面では，それを利
用した移牧がおこなわれている。その移牧の羊の
移動月日と高度について，聞き取り調査にもとづ
き，第４図にモデル化して示した。３つの準平原を
利用し，垂直に移牧をする。最低位のゴルノビタ
準平原（950～1,100ｍ）が基地になっている。ゴ
ルノピタ準平原には，春と秋の都合２回，羊が移
牧の途中で立ち寄る。移動期間については，第４
図中に詳しく書いた。春と秋には，牧草地の一部
に羊の市が立つ。2003年９月１９日に，この市を見
学したが，メスの羊とオスの羊に分けられ，売買
が行なわれている。メスの価格は一頭10,800円，
オスの価格は一頭21,600円であり，オスはメス
100頭に１～２頭の割で入れる。春から夏には時
期を追うごとに，さらに上位の準平原面に移動す
る。ジーナで所有する羊の頭数は合計約39,000頭
である（2003年夏の聞き取り調査による）が，ジ
ーナの牧草地の広さは不明である。従って，この準
平原での羊のha当たりの頭数は算出できない｡しか
し，ラウルセス準平原（1,800ｍ）は，約10,OOOha
あり，その準平原面に30,000～40,000頭が草を食む
という。即ち，一時的とはいえha当たり３～４頭に
なることになり,短期間といえども極めて過密な頭
数になる。なお，この準平原面へは牧童ばかりで
なく，子供達も一緒に移動するので,学校もある。
６月15日から９月１日は，最も上位のボラスク
準平原（2,000～2,200ｍ）に移動する。ここは森
林限界より高い位置に相当し，草本のみが分布す
る。ヨーロッパアルプスのアルプに相当する位置
である。この草本域より上位では，夏は岩場が露
出しており，また最終氷期に形成された多くの氷
河地形がみられる。ここまでの準平原を利用した
移牧の形式は垂直的な移動であり，スイスでよく
見られる形式と一致する。しかし，ジーナやポヤ
ナシビウルイのスイスと異なることは，秋から冬季
に，羊をさらに低地におろすことである。貨車や
トラック輸送で，バナート平原の借地又は購入し
た土地に移牧し，預かり置きをする牧童に託す。
即ち’冬には草のある500ｍ前後の低地に羊を下ろ
す。これを逆移牧という。調査地ではジーナを基
地とし，夏季にかけて高地への移牧をし，冬季に
は低地に移牧をしていることになる。１年間のこ
の移動を二重移牧と称する（白坂2005)。ジーナの
位置する約950～1,100ｍ付近が最も人口密度が高
く，羊によるガリー侵食や，階段状の侵食も激し
く，また羊の毛を荒れた草地に干したり，羊毛の
洗浄を小川や泉付近で行い，集落の水質汚染を引
き起こしている地である。ジーナの950～1,100ｍ
の準平原面から次の1,800ｍの準平原面に至る急
傾斜地は，森林又は潅木が密に覆う。しかし，羊
の移動や，トラック，馬車に用いられる道路は，
土壌の流失が著しく，わだちが出来ていて，基盤が
露出している。道路としては，極めて劣化した状
態であり，トラックかジープのみ通行可能である。
調査地域における土地荒廃は，地質条件，斜面
の環境，人間の土地利用の形式などによって，
種々の荒廃の型が出現している。南カルパチア山
脈において，移牧によって発生した土地荒廃を，
第５図のように分類した。但しこの分類には，地
すべり地や自然の崩壊，崖崩れなどは含まない。
第５図には南カルパチア山脈で観察された土地荒
廃の型をTypeＩからⅣまで分類し，かつ，それぞ
れの型の進行の段階を軽いものから進んだ状態ま
で①から④として区分した。それぞれのタイプが
どのような地質条件や，どのような傾斜の範囲に
出現するかを観察した。
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第５図ジーナにおける日降水量と水収支 写真３ジーナ(Jina)の土壌侵食計測
（３）結晶片岩地域における降雨の特色と土地荒廃
１）降雨の強度
2003年９月１９日から2004年９月５日までの約
１年間，ジーナの標高988ｍの地点に雨量計を
設置して，雨量観測記録を得た。観測場所はジ
ーナの町役場の西で，尾根筋にあたる蒐地であ
り，軍の協力で測器を設置した。この地域は，プ
レカンブリア時代の結晶片岩からなる地域である。
ジーナでの日雨量の計測を，｢腫倒ます型雨量計
ＮＱ３４－Ｔ型（コーナーシステム株式会社）によっ
て計測した。１年間の観測結果は第６図に示す通
りである。限られた予算内で雨量計のみ設置した
ので，温度状況はわからないが，冬，若干雪が降
る。シビウ（Sibiu）の気象観測値から高度換算す
ると，年平均気温約1ｑ2℃である。準平原の尾根
筋は，早く雪が消えるので，集落が尾根に密集す
る。雨量計はこの尾根筋に設置してあり，代表性
のある地点で観測記録を得ることができた。その
地点は写真２に示した。
降雨の特色をみると，日降水量が約50,ｎＩｌ１に達す
る強雨になることもあり，年間640111mと少ないにも
関わらず，強い雨の日の頻度が高い。これは，半
乾燥地域の降雨の特色をよく表している。しかし，
この雨の降り方では，乾いた土地でガリーが生じ
たとすれば，ガリーを排水路代わりにして，雨水
が一気に流失することが予想される。即ち，ガリ
ー侵食や面的な侵食が一旦発生した場所では，
乾燥が続いた後，日降水量が15mmを越える日が
突然出現すると，土壌や風化物質の移動が起こ
り易い“観測地点の高度を換算して推定した月平均
気温と，観測で得た月降水量から，Thomthwaite
法（1948）により水収支を算出した。その結果は
第６図の下欄に示すように，年のWＳ（水過剰量）
は39.1mmで，ＷＤ（水不足量）は49.311mである。こ
の水収支の結果は，粗な草本のみで覆われ，土壌
が動きやすい状況下にあれば，強雨下で土壌侵食
が発生しやすい気候条件であることを示している。
２）土地荒廃
土地荒廃の類型のうち，Type、が主であり，部
分的にTypelも出現する例として，ジーナの尾根
上の集落から斜iiiをおりた泉であるククルズ谷
（CucuruzValley）を取り_上げた。馬沐牛，羊の水
飲場で，羊の他に牛や馬も集まる場であり，土壌
侵食が著しい。写真３にその計測の様子を示した。
2003年９月当時すでに，等高線に沿った深い，｜偕
段状の家畜の踏みしめた道が形成されていた。既
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第６図南カルパチア山脈における土地荒廃型の分類
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第８図マロテアサ谷（MaloteasaValley）左岸の調査地
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第９図マロテアサ谷（MaloteasaValley）左岸の土地荒廃型の分布図
に③まで進行しているので，2003年９月から
2004年９月までの１年間に，荷重の移動にとも
なって断面が変わる様子を計測した。側線を斜
面底から斜面頂上まで２ヶ所設け測定した結果，
斜面の８合目付近の急傾斜地の断面では,より一
層えぐられ，基盤まで露出するに至った。横断面
に沿った１年間の土壌侵食の断面を，第７図に示
した。第７図から土壌の１年間の移動がよくわか
る。この断面中では最大で，約30cm低下している。
また，土壌が露出した場所が増加し，深くえぐれ
た場所では，基盤の露出面積が拡大した。この計
測から，たった１年間でも土壌の移動，流出が著
しく，基盤の岩石が露出している様子が把握でき
た。
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写真４第三紀地すべり地における土地荒廃調査地
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第10図南カルパチア山脈マロテアサ谷左岸の横断面図と土地荒廃型
（４）第三紀地すべり地帯における土地荒廃
調査地は第２図のＢに示した。第三紀中新世の
泥岩からなる南カルパチア山脈の，パタラジェレ
付近を選んだ。パタラジェレの，調杏地として選
んだマロテアサ（Maloteasa）谷の地形図を第８図
に示した｡標高は谷底が約380ｍで山頂は590ｍで，
この比高（標高差）は190ｍである。第９図には，
パタラジェレのマロテアサ谷の南東斜面での土地
荒廃の分布にもとづいた調査結果を，分布図とし
て示した。また，写真４に見る斜面の断面を第１０
図に示した。この地域は第三紀堆祇岩の厚い堆積
物からなり，地すべり常習地帯でもある。この断
面図にそれぞれの地点の傾斜も計測し，どの型が
傾斜何度から何度までの間で発生するかを示した。
グレイジングテラスと呼ばれる羊や牛の通路が
土壌侵食を引き起こすTypemは，出現する傾斜が
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写真５急傾斜地のTypeＩ④の土噸侵食
20度までである。しかし，傾斜が30度を越える斜
面では，TypeⅣの土壌層の崩落による崖が出現す
る。この型の発生した場所では，植生の回復は短
期には起こらない。
傾斜40度を越える斜面では，Typelは②～④ま
で進行し，TyPeuも③まで進行していて，最もこ
の斜面の１１ｺでは土地荒廃が著しい。標闘550m付近
の傾斜48度を越える地点で，Ｔｙｐｅｌの④の状態を
写真５に示した。家畜の踏みしめた足跡の崩れが
土壌侵食を促し，崩れて土壌断面が露出している
深さが１ｍに達している。また深いものは，基盤
にまで達している。これほどの急傾斜地にもかか
わらず，凹地の溝に土壌が裸出したところにすで
に植生がついている場合がある。このことは，第
三紀堆穂物が軟らかく，土壌が厚いことが，いか
に著しい土壌侵食が発生していても，植生回復が
きわめて早いことを示している。
南カルパチア山脈は移牧の発生の地とされてい
るが，1989年の革命後，移牧をおこなっている地
域の2003年から2004年の調査結果を次のようにま
とめた。
(1)結晶片岩からなるジーナとポヤナシビウノレ
イ付近では次の通りである。
１）南カルパチア山脈北斜面では，極めて硬い
結晶片岩の地域で，準平原面を利用した二重移牧
がおこなわれている。
２）輔命後，１）の地域では，羊の頭数が約１０
倍にまで増加し，主として国内消費のためのチー
ズの生産がおこなわれている｡羊毛は価値が低く，
ルーマニア人はほとんど，商品とはみなしていな
いが，羊毛を集落の小河川で洗藤しているのは主
としてロマである。ロマの住居空間の近くでは，
土地荒廃が著しい。また洗藤による水質汚染が進
行している。
３）ジーナやポヤナシビウノレイの二重移牧の基
地では，土壌侵食の進行は等しく，2003～2004年の
１年１１１１の測定で，すでに基盤が露出する状況にある
６．まとめ
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ことがわかった。硬度が極めて硬く，風化の進行に
時間を必要とする結晶片岩の地域における維轆露出
は，長期にわたって植生回復がほとんどおこなわれ
ないことを意味し，この地域のﾆﾋ地荒廃を起こして
いる場では，保全のための緊急の対策を識ずる必要
がある。
(2)第三紀堆積岩からなるパタラジェレでは次の
通りである。
１）パタラジェレでは比高200ｍ～500ｍの高地
を利用した正移牧がおこなわれている。各農家の
１戸当たりの羊の頭数は５頭前後までであり，極
めて小規模である。牧寵はこれらの羊を集めて，
￣グループを800頭前後とし，夏高地に移動させⅢ
高地の尾根にあるストナで牧童の管理のもとに夏
を過ごせさせる｡チーズを主として生産している。
２）マロテアサ谷の南東向き斜而では，土壌侵
食の分布図と断面図を作成した。その結果，土地
荒廃の型の分布は，斜面の傾斜と共に変わる。傾
斜が急な場合は，各型ともに①～④への進行が早
く，④は急傾斜地に出現する。
３）第三紀堆績岩の地域は風化物質も厚く，岩
石も柔らかいので，土地荒廃の進行は早いが，植
生の回復が早く，結晶片岩地域に比I鮫すると，回
復や保全は容易に行われるであろう。
以上の両地域の調査結果から,最も二'三:地荒廃が
進行し，保全に向けて早急に対策を練らなければ
ならないのは結晶片岩の地域であり，既に危険な
状況に至っていると考える。
学院生Miss･SERBANMillaela，Ｍｒ､MICUMillai，
Ｍ１･sBORTOGabrielaDMiss､ＧＲＩＧＯＲＥＳＣＵＩｎｅｓの
多大な協力があった。また現地ではJinaの村･長Ｍ１､
BESCHIUIancu，Patallagcle村長VALERIUStoicaを
はじめ役場の方々の協力があり，雨粒計設置には
箙のPRODENicolae大佐の協力があったことを記
して心より感謝します。共同研究者は森和紀（1ョ
本大学)，白坂薪（立教大学）の両氏であり，現地
での調査，討議の中で，多くのことを学ばせてい
ただいたことを感謝します。また現地調査では法
政大学大学院羽田麻美さんに補助していただいた。
この研究には2003年，2004年，2005年度の文部
科学省海外学術調査，基盤研究（B）（２）課題瀞号
15401032,代表者吉野（漆原）和子，「社会榊造の
変化に伴う過放牧に起因する地生態の変化」を使
用した。
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Abstract 
OnthenorthslopeofSouthCarpathianMountains，coveに。byPre-Cambriancrystallineshist，land
degmdationhasbeendevelopingbytmnshumanceofsheepahertheRevolutionofl989・Accordingtointerviewb
theheadnumberofsheephasincrCasedlOtimes,ascomparedwiththeperiodbelbIetheRevolutioninChindrel 
Mountain,whelBintermediate-stationedtmnshumancehasbeencalTyingon・InJinaandPoianaSibiului,during
thestudyperiodfiPomSept.，２００３ｔｏＳｅｐｔ.，2004,thelanddegradationspeedandvolumewereobservedThe 
degradationlevelisdangerousstatefbrpreservingpasturetokeepsustainabIeuse、
OnthesouthslopeofCarpathianMountains,theareas,cover己dbyMiocenesedimentaryrock,adistribution
mapoflanddegmdationlevelhadmade・Ｔｈｅlanddegradationisprogressingontheslopeover40degreeby
ascendingtmnshumanceofsheepextensiveIy・Intheseareas,vegetationisrecoveringveⅣfast,becauseofthe
deepsoillayers． 
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